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（株）テラプローブと立地協定調印
写真左から蒲島知事、渡辺（株）テラプローブ代表取締役社長兼 CEO、竹﨑町長
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大
規
模
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

暴
雨
や
洪
水
、
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
時
に
国
の
機
関
と
の
連
携
や
応
援
・
支

援
が
よ
り
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
、
芦
北
町
は

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
大
規
模
災
害

時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
を
６
月
23
日
（
木
）

に
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
（
九
州
地
方
整
備
局
）
に

応
援
を
要
請
す
る
場
合
は
、
県
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
直
接
、
要
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
防
災
に
関
す
る
情
報
や
資
料
の
交

換
を
行
う
こ
と
を
協
定
書
に
定
め
、
災
害
時
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

６
月
８
日
（
水
）、
役
場
応
接
室
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
岩
本
秀
富
さ
ん
（
岩
屋
川
内
）、
鬼
塚
一
貞
さ
ん
（
大

岩
１
）、
谷
岡
数
子
さ
ん
（
海
路
・
高
田
辺
）、
宮
本
久
人
さ
ん
（
井
牟
田
２
）
で
す
。

岩
本
さ
ん
は
18
年
、
鬼
塚
さ
ん
は
16
年
６
か
月
、
谷
岡
さ
ん
は
18
年
、
宮
本
さ
ん
は

15
年
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
と
記
念
品
を
竹
﨑
町
長
が
伝
達
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
苦

労
さ
れ
た
こ
と
、
委
員
を
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
竹
﨑
町
長
に
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

▲写真左から岩本さん（代理）、宮本さん、谷岡さん、
　鬼塚さん

　

近
年
は
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
本
町
は
、
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら

の
遊
び
の
中
で
自
然
を
体
感
し
、
環
境
へ

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

㈲
御
立
岬
に
事
業
を
委
託
し
、
鹿
児
島

大
学
名
誉
教
授
の
山
本
清
洋
博
士
を
講
師

に
４
月
か
ら
来
年
の
１
月
ま
で
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
。
子
ど
も
た
ち
に
実
際
に
伝

承
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、

地
元
芦
北
の
人
に
指
導
者
に
な
っ
て
も
ら 

う
た
め
の
勉
強
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
18
日
（
土
）
に
は
竹
と
ん
ぼ
づ
く

り
を
行
い
、
事
前
に
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を

学
習
し
た
大
人
の
方
が
子
ど
も
た
ち
に
指

導
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
（
日
）
に
は
、
明
治
時
代
か

自
然
と
遊
ぼ
う
！

　
　

伝
承
遊
び
体
験
学
習
ら
田
浦
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
地
引
網
漁
法

の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
引
網
の

歴
史
や
漁
獲
量
が
減
っ
た
原
因
、
環
境
の
変

化
な
ど
を
勉
強
し
た
後
、
御
立
岬
海
水
浴
場

の
一
角
に
網
を
入
れ
、
地
引
網
漁
法
を
体
験

し
ま
し
た
。
網
を
引
く
ス
ピ
ー
ド
や
タ
イ
ミ

ン
グ
の
合
わ
せ
方
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
ス
ズ
キ
や
コ
ノ
シ
ロ
、
ホ
ウ
ボ
ウ
な
ど

の
魚
が
獲
れ
ま
し
た
。
獲
れ
た
魚
は
そ
の
場

で
料
理
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
凧
あ
げ
や
椿
油
づ
く
り
を
行
う

予
定
で
す
。

▲出来上がった竹とんぼを山本先生
　にチェックしてもらう参加者

▲「重た〜い」と言いながら地引網を引っ張りました

連
携
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害

が
起
き
た
場
合
、
九
州
地
方
整
備

局
か
ら
芦
北
町
に
現
地
情
報
連
絡

員
を
派
遣
し
被
害
状
況
の
把
握
な

ど
を
迅
速
に
行
い
、
必
要
な
場
合

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
被
災
状
況

を
把
握
し
た
り
、
排
水
ポ
ン
プ
車

を
設
営
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。　

　

竹
﨑
町
長
は
「
芦
北
町
は
災
害

の
多
い
地
域
。
災
害
が
起
こ
る
と

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
錯
綜
し
確
認

の
た
め
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。

こ
の
協
定
の
締
結
を
活
か
し
、
日

頃
か
ら
お
互
い
連
絡
を
取
り
合

い
、
ま
さ
か
の
と
き
に
迅
速
に
効

率
よ
く
対
応
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
九
州
地
方
整
備
局
長
の
代
理

と
し
て
出
席
さ
れ
た
八
代
河
川
国

道
事
務
所
の
笠
井
雅
広
所
長
は

「
協
定
に
基
づ
く
よ
う
な
災
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
願
い
つ
つ
も
、

い
ざ
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時

は
一
刻
も
早
く
対
応
し
、
地
域
へ

の
影
響
や
災
害
が
最
小
限
に
治
ま

る
よ
う
対
応
し
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

▲調印後、協定書を手にする笠井所長と竹﨑町長

く
ま
も
と
環
境
賞
受
賞

　

芦
北
高
校
の
白
柿
校
長
や
林
業
科
の
生

徒
、
担
当
の
先
生
、
総
勢
７
人
が
「
第
20

回
く
ま
も
と
環
境
賞
」
の
受
賞
報
告
に
竹

﨑
町
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
よ
り
豊
か
な
環
境
を
守
り

育
て
る
自
主
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
個

人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
回

は
、
芦
北
高
校
林
業
科
以
外
に
３
団
体
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
北
高
校
林
業
科
は
、
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
の
工
事
に
伴
う
乙
千
屋
川
上
流

の
河
川
付
け
替
え
に
よ
り
激
減
し
た
ホ
タ

ル
を
復
活
さ
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
河
川
敷
周
辺
へ
の
植
栽
、
ホ
タ
ル
の

発
生
数
調
査
、
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
な
ど
地
域
に
根
付
い
た
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
て
の
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

白
柿
校
長
は
「
５
年
間
に
わ
た
る
活
動

が
認
め
ら
れ
て
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
も
ア
マ
モ
の
再
生
に
つ
い
て

こ
の
賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
行
政
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ
っ

て
こ
そ
の
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
「
川
の
引
っ
越
し
作
戦
の

時
は
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
芦
北
高
校
林

業
科
の
生
徒
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
心
配
し

て
い
た
新
乙
千
屋
川
は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
う
川
に
見
事
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
活
動
に
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

芦
北
高
校
林
業
科
が
取
り
組
む
ホ
タ
ル
の
再
生
活
動

▲白柿校長先生（写真右）がこれまでの活動を報告されました

▲左から藤崎恵莉佳さん、桑原裕也さん、
　右から田平健斗さん、一阪麻未さん
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　６月７日（火）、熊本県庁において、蒲島熊本県知
事立ち会いのもと、芦北町と株式会社テラプローブ（本
社横浜市）との立地協定調印式が行われました。同社
は、平成１８年に本町（湯浦）に九州事業所を設立。
立地協定締結は今回で４回目となります。
　同事業所では、デジタルカメラや携帯電話、コン
ピュータなどに使用される半導体の検査を行っていま
す。今回は約５０億円投資して、この検査機器を増設
する計画です。また、地元高校生を含む九州一円から
１０人前後の若い人材の採用を予定しているとのこと
でした。

テラプローブと立地協定締結

ま ち の 出 来 事

祝１００歳！木村キミエさん
　６月２６日（日）、木村キミエ（湯浦南）さんが
１００歳の誕生日を迎えられました。当日、木村さんに
竹﨑町長が慶祝金を交付しました。
　木村さんは週２回のデイサービスを楽しみにされてい
るそうです。長生きの秘訣は、以前、家周辺の手入れな
どで体を動かしていたからではないでしょうかというこ
とでした。
　芦北町には１５人の１００歳以上のご長寿の方がい
らっしゃいます（７月１１日現在）。

　６月９日（木）、平生地区の町道金ヶ渕大迫線（通
称 狸越）でごみ不法投棄撲滅アクション IN 女島が
行われました。
　当日は、環境衛生巡視員や町建設業組合、町職員
など９６人が作業を行いました。この場所は、旧県
道で近くに新たな県道ができたため、日頃、車の通
りが極端に少なく粗大ごみ等を捨てやすく、監視の
目の届きにくい場所となっています。当日は、車の
タイヤ、テレビ、空き缶類など１１４０キロものご
みが集められました。
　みんなで社会のルールをきちんと守りましょう。

あなたも捨ててませんか？

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
と
し
て
６
月
13
日
か

ら
24
日
の
間
、
宮
城
県
東

松
島
市
へ
人
的
支
援
熊
本

チ
ー
ム
第
14
陣
に
参
加
し

芦北に残る文化遺産

下白木の七夕綱

　織姫と彦星が出会う七夕祭りの飾りといえば、ささ竹
に短冊などを飾りつけたものが一般的ですが、これとは
違う七夕飾りが町内にあるのを、皆さんご存知ですか？
　毎年８月６日（旧暦の七夕）の夜、下白木地区では住
民が公民館にわらを持ち寄り、長さ３０ｍほどの綱を作
ります。この綱にわら人形や草履、牛馬に履かせる靴な
どをぶら下げ、地区入口から天月川をまたいで綱を張
り、五穀豊穣を祈ります。かつては数百ｍに及ぶ綱を村境の山まで張っていたそうで、綱を伝って山から
先祖の霊が下りてくるとも、村に疫病や悪霊が入らない結界の意味があったともいわれています。綱は、
お盆を過ぎると川に流されます。以前は葦北郡内の３０か所ほどで見られましたが、現在では下白木のほ
か、岩屋川内（大岩）、祝坂（市野瀬）などに伝わるのみです。
　下白木の七夕綱は、「日本の七夕行事１００選」（七夕文化研究会選）にも選ばれ、昔の人々の信仰や習
俗を伝える貴重な文化遺産です。
　なお、この「下白木の七夕綱」は、熊本城内にある桜の馬場城彩苑の湧々座で展示（８月７日まで）さ
れていますので、熊本市に行かれる際は足を運んでみてはいかがでしょうか。

（芦北町指定無形民俗文化財／平成１１年８月３１日指定）

②

て
き
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
は
石
巻
市
の
南
部
に
隣
接
し
て
い

る
自
治
体
で
す
。
被
災
状
況
は
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
が
１
０
０
０
人
を
超
え
、
行
方
不
明
者
は

い
ま
だ
１
２
７
人
、
約
１
６
０
０
人
の
方
が
47

か
所
の
避
難
所
で
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
活
動
は
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
と
家

屋
等
の
解
体
・
が
れ
き
撤
去
の
受
付
業
務
で
し

た
。
申
し
込
み
に
対
し
、
施
工
業
者
・
修
理
部

材
な
ど
が
不
足
し
て
お
り
、
両
制
度
と
も
に
今

年
度
内
の
収
束
は
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
方
々
は
、
支
援
で
行
っ
て
い
る
我
々

に
非
常
に
感
謝
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
非
常
に
不
安
定
な
精
神

状
態
の
中
で
生
活
や
勤
務
を
さ
れ
て
い
る
状
況

で
し
た
。
住
民
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
が
今
後
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
の
職
員
に
当
時
の
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
当
地
域
は
地
震
が
多
い
地
域
で
、
地
震
・

津
波
に
対
す
る
危
機
意
識
も
高
く
、
大
規
模
な

防
災
訓
練
も
実
施
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
訓

練
が
ほ
と
ん
ど
活
か
さ
れ
ず
残
念
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。一
方
、津
波
の
怖
さ
を
代
々

語
り
継
い
で
き
た
地
域
も
あ
り
、
比
較
的
大
き

東
日
本
大
震
災

　
　

復
興
支
援
活
動
報
告

芦北町に寄せられた義援金総額

６，７２３，２１９円
（７月６日までの集計）

福
祉
課
長
補
佐  

岩
間
睦
生 

な
地
震
で
は
度
々
高
所
へ
自
主
的
に
避
難
を
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
人
的
被
害
が
非
常
に
少
な
く
す

ん
だ
そ
う
で
す
。
災
害
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
早

め
の
避
難
が
最
も
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
派
遣
で
得
た
貴
重
な
体
験
を
も
と
に
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
行
政
に
微
力
な

が
ら
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

▲ 昨 年 の 七 夕 綱

▲東松島市（６月１７日撮影）

東
松
島
市
の
阿
部
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
回
の
大
震
災
に
対
し
、
支
援
金
・
救
援
物
資

を
い
た
だ
き
ま
し
た
住
民
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、
業

務
の
忙
し
い
中
、
職
員
を
送
り
出
し
て
い
た
だ
い

た
町
長
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝

し
ま
す
。
復
興
に
向
け
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
前
進
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

恩
返
し
を
と
考
え
ま
す
が
、
受
け
て
い
ま
す
支

援
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
ま
た
我
々
に
力
も
な

く
、
と
て
も
返
せ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
何
年
か

か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て

市
の
復
興
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
を
も
っ
て
、
ひ
と

ま
ず
御
礼
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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耕作放棄地解消に補助事業を活用しませんか？
　担い手不足や後継者不在、農産物の価格低迷などの理由により、
耕作放棄地が増加しています。耕作放棄地は病害虫の発生源、有
害鳥獣の隠れ場、不法投棄の温床、景観の悪化など、地域にも悪
影響を及ぼします。
　耕作放棄地を解消する場合、国または県の交付金を受けること
ができますので、この機会に解消してみてはいかがでしょうか？
交付金の単価（注１）は、耕作放棄地の所在地や解消後の作付作
物により異なりますので、詳しくはお問い合わせください。
　国事業は原則として自己所有地以外（注２）の農用地区域内が
対象となります。ただし、国事業対象以外でも戦略作物等（注３）を作付する場合には、国事業の対象と
なります。次の図を参考にしてください。

（注１）　交付金単価は、１０a 当たりの単価です。
（注２）　自己所有地以外とは、借入地や所有権移転後１年以内のことをいいます。
（注３）　戦略作物とは、そば・麦・大豆や飼料作物・飼料用稲などをいいます。また、野菜などを作付す

　　　　る場合も国事業の対象となります。

自己所有地

自己所有地以外

【対象区分図】 農用地区域内 農用地区域外

・交付額２万円
　（戦略作物外）

・交付額２万円
　（戦略作物外）

・交付額３万円
　（戦略作物外）

・交付額５万円
※県事業対象の区域でも戦略
　作物等を作付する場合は、
　国事業の対象となります。

グラウンド・ゴルフ大会　● 開催日　５月２６日（木）　　● 場所　岩崎グラウンド
◎男子
　◆優勝　田浦体協　２位　佐敷体協　 ３位　湯浦体協　４位　大東体協
◎女子
　◆優勝　佐敷体協　２位　湯浦体協　 ３位　田浦体協　４位　大東体協

バドミントン大会　 ● 開催日　６月１９日（日）　　● 場所　しろやまスカイドーム
　◆優勝　佐敷体協　２位　湯浦体協　 ３位　田浦体協　４位　大東体協

　卓    球    大   会         ● 開催日　６月２６日（日）　　● 場所　地域活性化センター
　◆団体　優勝　湯浦体協　２位　田浦体協　３位　佐敷体協　４位　大東体協
　◆男子個人　優勝　平生淳也　    ２位　柳田豊彦 
　◆女子個人　優勝　倉間幸子　    ２位　上野純子 
　◆ＯＢの部　優勝　山口安喜　    ２位　宮尾アツ子

平成２３年度町民体育祭　大会結果

平成２３年度
芦北町まちづくり支援事業決定

区名 事業 補助金額
田浦１
田浦２

郷土芸能継承促進活動
十五夜綱引き大会　　他 303,000

田浦３
田浦４
横居木

盆踊り
十五夜綱引き大会
グラウンドゴルフ大会　他

64,000

田浦町１
田浦町２
田浦町３
田浦町４

綱引き大会
グラウンドゴルフ大会 49,000

小田浦２
小田浦３
小田浦４

十三夜祭り
演芸大会
グラウンドゴルフ大会

93,000

小田浦５
小田浦６
小田浦７

演芸大会
グラウンドゴルフ大会
瓢箪製作　　他

287,000

海浦１
海浦２

グラウンドゴルフ大会
地区運動会　　他 117,000

計石西
計石東

ふれあい農園整備
塩作り体験　　他 26,000

花西 プランター給水施設設置事業 289,000

田川 米作り
地名マップつくり 83,000

松生
大尼田

立川

夏祭り
大運動会
ウォーキング大会

156,000

黒岩
大岩二

岩屋川内
大岩一

ＥＭ自然農法事業
盆踊り用具整備
秋祭り事業
運動会事業　　他

204,000

吉尾
市居原

箙瀬

あゆ祭り
地域文化ふるさと祭り
校区運動会　　他

310,000

海路・高田辺 グラウンドゴルフ大会
自主防災活動　　他 132,000

　芦北町では、「個性の光る活力あるまちづくり」施策推進のため、地区住民の主体的な活動を支援する
「芦北町まちづくり支援事業」を実施しています。本年度は、５５区２６件の申請があり、５，５００千円

の補助金を決定しました。
　本年度も各地区で地区運動会、夏祭り、伝統文化保存事業、各種スポーツ大会などのイベントや世代間
交流事業など様々な取り組みが実施されます。

区名 事業 補助金額

東告 グラウンドゴルフ大会
運動会 153,000

天月 七夕飾り
地区運動会　他 23,000

白木 レクリエーション大会 35,000

塩浸 七夕祭
グラウンドゴルフ大会 269,000

市野瀬 大野夏祭り 307,000
国見 夏祭り 40,000
福浦

沖
女島西

女の島花まつり事業 270,000

湯東
湯北

世代間交流会
もちつき大会
グラウンドゴルフ大会　他

641,000

湯南 緑化運動
公民館利用促進活動　他 188,000

宮崎 ビーチボールバレー大会
グラウンドゴルフ大会 36,000

米田
丸山

生涯学習センター活用事業
夏祭り　　他 584,000

豊岡
大川内西
大川内東
大川内南

高岡北

内野ふれあい祭り
自主防災訓練 435,000

高岡南
古石北
古石南

古石夏祭り事業
古石運動会事業
みどりの里活用促進事業

406,000

＊お問い合わせ
　企画財政課　まちづくり推進係
　　　　　☎８２−２５１１（内線２５２）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
小

企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
次
の

と
お
り
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◎
中
小
企
業
相
談
支
援
事
業

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応
し
た
賃

金
の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の

支
援
と
し
て
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談

を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
っ
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
無
料
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。

　

・
熊
本
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
象　

県
内
全
域
）

　

・
八
代
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
対
象　

八
代
、
水
俣
、
人
吉
地
区
）

◎
業
務
改
善
助
成
金
の
支
給

　

中
小
企
業
事
業
主
が
、
事
業
所
内
で
最

も
低
い
時
間
給
を
、
４
年
以
内
に
８
０
０

円
以
上
に
引
き
上
げ
る
計
画
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
従
っ
て
毎
年
４
０
円
以
上
と

な
る
賃
上
げ
を
実
施
す
る
場
合
に
必
要
と

な
る
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す

（
上
限
１
０
０
万
円
）。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

八
代
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
３
１
５
１

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た

　
　
　

中
小
企
業
へ
の
支
援
事
業

県 県

県国

＊お問い合わせ
　農林水産課農政係　☎８２−２５１１（内線２７１）

（単位：円）



広報あしきた　8

　

平
成
23
年
度
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

消
防　

３
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
試
験
日
時  

９
月
18
日
（
日
）
８
時
30
分
〜

▼
試
験
の
名
称　

市
町
村
等
職
員
採
用
共
同
試
験

▼
試
験
会
場　

芦
北
町
役
場

▼
試
験
科
目　

・
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　
　
　
　
　
　

・
作
文
試
験
・
適
性
検
査

▼
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
に
て
配
布
。
郵
便
に

よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
水
俣
芦

北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
採
用
試
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
140
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
同
封
の
う
え
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
afd119.com

か
ら

試
験
案
内
と
申
込
用
紙
を
印
刷
し
、
使
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月
12
日
（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
８
月
12
日
ま
で
の
消
印
有
効

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
６
７
ー
０
０
１
１

　

水
俣
市
陳
内
５
２
３
番
地
３

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

消
防
本
部　

総
務
課

　

☎
（
６
３
）
１
１
９
１

　

平
成
23
年
度
芦
北
町
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務　

６
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
試
験
日
時  

９
月
18
日
（
日
）
８
時
30
分
〜

▼
試
験
の
名
称　

市
町
村
等
職
員
採
用
共
同
試
験

▼
試
験
会
場　

芦
北
町
役
場

▼
試
験
科
目　

・
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　
　
　
　
　
　

・
作
文
試
験
・
適
性
検
査

▼
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、芦
北
町
役
場
総
務
課
に
て
配
布
。

郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
芦

北
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

140
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
２
）
を
同
封
の
う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
芦
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

か
ら
試
験
案
内

と
申
込
用
紙
を
印
刷
し
、
使
用
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月
12
日
（
金
）

　

郵
送
の
場
合
は
８
月
12
日
ま
で
の
消
印
有
効

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
６
９
ー
５
４
９
８

　

芦
北
町
大
字
芦
北
２
０
１
５

　

芦
北
町
役
場　

総
務
課

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
１
９
）

芦
北
町
職
員
採
用
試
験

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
職
員
採
用
試
験

図書紹介
「月と蟹」

「 き こ と わ 」 「プリンセス・トヨトミ」

万城目　学　著（文藝春秋）朝吹　真理子　著（新潮社）

道尾　秀介　著（文藝春秋）

海辺の田舎町で複雑な家庭環
境に悩む少年たち。彼らのや
さしくも哀しい祈りが胸を衝
く。直木賞受賞作品です。

葉山の別荘で、幼い日をともに
過ごした貴子と永遠子。ある
夏、突然断ち切られた２人の親
密な時間が、２５年後、別荘の
解体を前にして、再び流れはじ
める・・。芥川賞受賞作品です。

５月末日の木曜午後４時、大阪が
全停止。長く閉ざされた扉を開け
る鍵となったのは、東京から来た
３人の会計検査調査官と大阪で生
まれ育った２人の少年少女だった。
今年公開された映画の原作です。

　

県
・
水
俣
市
・
芦
北
町
・
津
奈
木
町
お

よ
び
地
元
経

済
団
体
な
ど

で
構
成
す
る

「
水
俣
・
芦

北
地
域
雇
用

創
造
協
議
会

（
会
長 

熊
本

県
芦
北
地
域

振
興
局
長
）」
で
は
、
地
域
の
雇
用
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
雇

用
創
造
推
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）

に
よ
り
、
本
年
７
月
か
ら
、
事
業
者
向
け
・

求
職
者
向
け
の
各
種
講
座
等
の
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
農
業
分
野
・
商
業
分
野
・

工
業
分
野
・
観
光
分
野
・
福
祉
分
野
の
５

分
野
を
地
域
重
点
分
野
と
位
置
付
け
、
事

業
者
向
け
の
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
、
求
職

者
向
け
の
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
、事
業
者
・

求
職
者
向
け
の
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー
の
３

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、事
業
者
の
雇
用
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
人
材
を
育
成
し
、

雇
用
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
各
種
広
報
を
通
し
て
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
の
募
集
等
を
行
い
ま
す
の
で
、
事

業
主
の
方
、
求
職
者
の
方
な
ど
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

第
５
次
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画
に
基
づ
く

「
水
俣
・
芦
北
地
域
の
総
力
結
集
に
よ
る
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ス
タ
ー
ト

雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー（
事
業
者
向
け
）

▼
ヘ
リ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修

▼
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

▼
パ
ワ
ー
商
品
づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン
力

　

ア
ッ
プ
研
修

▼
ネ
ッ
ト
販
売
構
築
と
商
品
リ
ニ
ュ
ー
ア

　

ル
育
成
研
修

▼
食
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

▼
温
泉
塩
製
造
・
販
売
技
術
研
修

▼
ク
マ
モ
ト
オ
イ
ス
タ
ー
実
用
化
セ
ミ
ナ
ー

▼
健
康
食
品
海
藻
加
工
技
術
研
修

▼
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

▼
高
度
溶
接
セ
ミ
ナ
ー

▼
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
販
路
拡
大

　

セ
ミ
ナ
ー

▼
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
高
度
化

　

セ
ミ
ナ
ー

　

・
電
気
工
事
施
工
管
理
技
師
養
成

　
　

セ
ミ
ナ
ー
（
学
科
・
実
技
）

　

・
管
工
事
施
工
管
理
技
師
養
成

　
　

セ
ミ
ナ
ー
（
学
科
・
実
技
）

▼
福
祉
事
業
所
の
企
業
診
断
コ
ン
サ
ル
事
業

人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー（
求
職
者
向
け
）

▼
情
報
発
信
事
業
（
職
業
相
談
員
）

▼
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
（
福
祉
関
係

　

就
職
面
談
会
・
一
般
就
職
面
談
会
）

■
実
施
期
間　

平
成
23
年
７
月

　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
26
年
３
月

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
（
事
務
局　

芦
北
地
域
振
興
局
内
２
階
）

　

☎
（
８
２
）
５
５
７
２

　

本
年
度
、
実
施
す
る
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

   

県
環
境
セ
ン
タ
ー
「
夏
休
み
・　
　

　
　
　
　

自
由
研
究
応
援
フ
ェ
ス
タ
」

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
環
境
学
習

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
、
し
っ
か
り
勉
強
し
た

後
は
関
連
す
る
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
、
川
や
海
の
探
検
な
ど
、

屋
外
で
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。
お
好
み
の
イ
ベ
ン

ト
を
選
ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
内
容

　

①
７
月
30
日
㈯　

夏
休
み
・
川
の
探
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
は
７
月
20
日
ま
で
）

　

②
７
月
31
日
㈰　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト

　

③
８
月
２
日
㈫　

Ｕ
Ｖ
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

　

④
８
月
３
日
㈬　

化
石
レ
プ
リ
カ
づ
く
り

　

⑤
８
月
４
日
㈭　

鉛
筆
作
り

　

⑥
８
月
５
日
㈮　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト

　

⑦
８
月
６
日
㈯　

夏
休
み
・
海
の
探
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
は
７
月
26
日
ま
で
）

　

⑧
８
月
７
日
㈰　

Ｕ
Ｖ
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

※
時
間
は
①
と
⑦
は
午
前
10
時
〜
正
午
、
そ
れ
以

　

外
は
10
時
か
ら
と
13
時
か
ら
の
１
日
２
回
で
す
。

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▼
人
数　

①
は
30
人
、
⑦
は
40
人
、
そ
れ
以
外
は

午
前
、
午
後
そ
れ
ぞ
れ
30
人
ず
つ
（
①
、
⑦
以
外

の
予
約
は
前
日
ま
で
、
た
だ
し
予
約
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

▼
直
売
所
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修

▼
直
売
所
従
業
員
研
修

▼
企
業
経
理
・
経
営
分
析
力
向
上
セ
ミ

　

ナ
ー

▼
技
能
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

・
ク
レ
ー
ン
運
転
士
技
能
研
修

　

・
玉
掛
技
能
研
修

　

・
ア
ー
ク
溶
接
技
能
研
修

　

・
ガ
ス
溶
接
技
能
研
修

▼
ソ
ー
ラ
ー
取
付
技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー

▼
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
研
修

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
特
別
講
座

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

 　

就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
（
事
業
者
・
求
職
者
向
け
）
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保健センターだより

くまもとライトダウンキャンペーン２０１１
　環境省が２００３年より温暖化防止のため実施している「ＣＯ２削減／ライトダウンキャン
ペーン」が本年も引き続き実施されます。また本年については特に、東日本大震災の影響による
電力不足等が懸念されていることから、「昼も夜もライトダウン２０１１」が計画されています。
　熊本県では、このキャンペーンに「くまもとライトダウンキャンペーン２０１１」として取り
組んでいますので、主旨をご理解のうえ、皆さんのご協力をお願いします。

◆対　象　　　一般家庭および企業・団体の施設　
◆日　程　　　７月２３日㈯、８月８日㈪、８月２３日㈫、
　　　　　　　９月８日㈭の４日間
◆実施内容　　
  ・午後８時から午後１０時について、各家庭および施設の夜間
　 照明（看板など）のライトダウン（消灯）
  ・上記以外の日時でも、昼休憩時間（正午から午後１時）までの必要
　 最小限以外のライトダウン（消灯）

暑さと健康〜夏ばて〜

　水分摂取もしっかり行い、健康に、暑い夏を乗り切りましょう。また、社会全体で「節電」
に取り組んでいる今、エアコンを適切な温度設定にすることで、省エネにもつながります。温度設定
を１℃変えると約１０％程度の省エネが期待できます。体調を考慮し、熱中症に注意しながら取り組
んでいきましょう。

　夜間寝苦しくなる頃から、なんとなく体がだるい、食欲がない、疲れやすいなどの「夏ばて」の症状
が出てくる方が増えてきます。
　夏ばての根本原因は、“ 暑さ ” ですが、それに伴い生じてくる、冷房の効いた部屋と外との温度差、
暑さによる睡眠不足、食欲低下と栄養の偏りなどが直接の原因です。
　人間には働きすぎやストレス、気温の変化などに対応し、体調のバランスを保つ「自律神経系」とい
うシステムが備わっています。暑くなり体に熱がたまると、自律神経系の働きにより皮膚の血管を拡張
させ血流量を増やしたり、汗をかくことで体外に熱を放散し、体温調整をしています。しかし、あまり
にも体への負荷が強すぎると、自律神経系の働きだけでは、体調のバランスを保つことが難しくなりま
す。そのために「夏ばて」が起こります。

〜エアコンを上手に活用し、睡眠をしっかりとりましょう〜
　睡眠中は体温が下がるので、２８℃くらいが最適です。冷風にあたり続けると、体温
を保とうとし、かえって疲れてしまいますので風は上向きに、扇風機の場合は首ふりに
し、タイマーをかけましょう。
　また、寝苦しさは「湿度」によるものです。冷房だけでなく、除湿（ドライ）をする
だけでも効果的です。

＊お問い合わせ　保健センター　☎８６−０２００

　〜がん検診受診率向上をめざして〜

　　　　　　　　県と協定を結ぶ「企業や団体」を募集します
　日本人の２人に１人が「がん」になり、３人に１人が「がん」で亡くなるといわれています。「がん」
は早期発見・早期治療こそが最良の解決法です。
　県では、平成２３年度熊本県がん予防対策企業等連携協定応募要領を制定しました。県と企業等は、が
ん予防やがん検診受診率アップのための啓発活動の実施等を内容とした協定を締結し、協働してがん予防
対策に取り組みます。
　あなたの企業や団体にとって、大切な人材を「がん」から守りましょう。社員や家族の皆さま、ひいて
は県民の健康づくりのために協働してがん検診受診を推進しませんか。

◎募集内容
　◆対象企業等の要件
　　県内に主たる事業所または支店等があり、がん予防やがん検診の受診啓発活動に意欲のある企業等
　◆企業協定の内容
　　従業員やそのご家族へのがん予防、がん検診の受診勧奨や顧客窓口におけるパンフレットの配布やポ
　スターの掲示等の取り組みを行っていただきます。また、県ががん検診に関する情報提供および職員研
　修等へ協力を行います。
　◆応募期間　　平成２４年３月１５日まで
　　　　　＊お問い合わせ　　熊本県健康づくり推進課　☎０９６ー３３３−２２０８

夏ばてとは・・・

夏ばて対策として

〜冷たいものをとりすぎず、食欲がなくてもバランスよく３度の食事を心がけましょう〜
　冷たいもののとりすぎや、偏った食事は胃腸への負担を増長します。夏にとりやすいア
イスクリームやビール、麺類は糖質が多く、栄養不足・スタミナ不足になります。

芦北の夏祭り情報
●湯の香まつり
　期日　７月３０日㈯、３１日㈰
　場所　湯浦川河川緑地公園
　※町民総踊り：７月３０日㈯

●さしき七夕まつり
　期日　８月６日㈯、８月７日㈰
　場所　佐敷本町通り

●田浦七夕まつり
　期日　８月６日㈯
　場所　地域活性化センター横

●大野夏祭り
　期日　８月１３日㈯
　場所　大野温泉センター

●丸米夏祭り
　期日　８月１４日㈰
　場所　丸米地区生涯学習センター

●大尼田ふるさと夏まつり
　期日　８月１５日㈪
　場所　大尼田地区生涯学習センター

●第 38 回古石夏まつり
　期日　８月１３日㈯
　場所　古石みどりの里

●吉尾温泉あゆまつり
　期日　８月１４日㈰
　場所　東部保健福祉センター

●田浦夏まつり
　期日　８月１５日㈪　
　場所　田浦運動場　

 ●内野ふれあい夏祭り
 　期日　８月１５日㈪
 　場所　内野小グラウンド

●大岩夏祭り
　期日　８月１５日㈪
　場所　大岩地区生涯学習センター

●花火大会
　期日　８月２０日㈯
　場所　芦北農村公園

　熊本県では、７月と８月を「愛の血液助け合い運動」期間として、広く県民の皆さんに献血の
呼びかけを行っています。夏場は長期の休みや暑さにより、献血者が減少することが心配されて
います。４００ml 献血・成分献血にご協力ください。特に若い人たちで、献血をしたことがな
い方は、ぜひご協力をお願いします。

愛の血液助け合い運動
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田浦子育て支援センター  ８月の行事
　　１日（月）〜５日（金）　七夕飾りを作ろう
　　２日（火）、４日（木）９日（火）、１１日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　プールで遊ぼう
　１７日（水）〜３１日（水）運動会練習
　２５日（木）    身体測定・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用
　できます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　９時３０分〜１２時　１４時４５分〜１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

お 知 ら せお 知 ら せ

　

７
月
と
８
月
は
「
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安

全
推
進
期
間
」
で
す
。
海
へ
お
出
か
け
の

際
は
次
の
こ
と
を
し
っ
か
り
守
っ
て
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

●
事
故
救
命
策
確
保
３
つ
の
基
本

①
救
命
胴
衣
の
常
時
着
用

②
携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
た
適
切
な
連

　

絡
手
段
の
確
保
（
通
信
手
段
の
確
保
）

③
海
の
も
し
も
は
「
１
１
８
番
」　　
　

　

ま
た
、
台
風
に
よ
る
海
の
事
故
に
も
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課　

　

☎
０
９
６
４
（
５
２
）
３
１
４
０

   

海
の
事
故
に
ご
注
意
を
！

　訂　正
　広報あしきた６月号に掲載していました以下の箇所が間
違っていました。お詫びして訂正します。
▶７ページ
　４ 基金の状況

基金名 H ２１ H ２１
国保財政調整基金 ７億８，４８２万円 ４億　４９４万円
町有施設整備基金 ４億　４９４万円 ７億８，４８２万円

（誤）　　→　　 （正）

◎
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

　

▼
受　

付　
　

８
月
１
日
〜
９
月
９
日

　

▼
試
験
日　
　

９
月
17
日
㈯

　

▼
試
験
会
場　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◎
航
空
学
生

　

▼
受　

付　
　

８
月
１
日
〜
９
月
９
日

　

▼
試
験
日　
　

９
月
23
日
㈮

　

▼
試
験
会
場　

熊
本
学
園
大
学

　

▼
受
験
資
格　

高
卒(

見
込
含)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
21
歳
未
満

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所　

　

☎
︵
６
３
）
５
８
６
３

　
　

自
衛
官
募
集　

▼
試
験
日
程
お
よ
び
種
類

　

第
１
回
試
験　

９
月
４
日
㈰

　

・
甲
種
消
防
設
備
士
試
験

　
　
　
（
特
類
、
第
１
類
〜
第
５
類
）　

　

・
乙
種
消
防
設
備
士
試
験

　
　
　
（
第
１
類
〜
第
７
類
）

　

第
２
回
試
験　

９
月
11
日
㈰

　

・
甲
種
消
防
設
備
士
試
験

　
　
　
（
第
１
類
〜
第
５
類
）

　

・
乙
種
消
防
設
備
士
試
験

　
　
　
（
第
４
類
、
第
６
類
、
第
７
類
）

▼
試
験
会
場　

開
新
高
校
（
熊
本
市

　
　
　
　
　
　
　

大
江
６
丁
目
１ 

︱ 

33
）

▼
開
始
時
間　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
午
前
９
時
ま
で
に
着
席
）

▼
願
書
受
付
期
間　

　

７
月
27
日
〜
８
月
５
日

　
　
　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
５
日
の
消
印
ま

　
　

で
有
効
で
す
。
電
子
申
請
の
手
続
き

　
　

は
、「
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
」　

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

　
　

い
。

＊
願
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

〒
８
６
２
︱
０
９
７
６

　

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号

　
　
　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

　

☎
０
９
６
︵
３
６
４
）
５
０
０
５

　

平
成
23
年
度

　
　
　
　

消
防
設
備
士
試
験

  

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　
　
（
新
体
力
テ
ス
ト
）
の
開
催

▼
期　

日　

８
月
１
日
㈪

▼
時　

間　

午
後
６
時
30
分
（
受
付
）

▼
場　

所　

芦
北
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
）

▼
内　

容　

握
力
、
上
体
起
こ
し
、

　

長
座
体
前
屈
、反
復
横
と
び
、20
ｍ
シ
ャ

　

ト
ル
ラ
ン
、
立
ち
幅
と
び

▼
参
加
資
格　

　
　

満
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▼
参
加
料　

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

▼
申
込
先　

生
涯
学
習
課
、
し
ろ
や
ま
ス

　

カ
イ
ド
ー
ム
、
温
泉
プ
ー
ル

▼
申
込
締
切　

７
月
25
日
㈪

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１(

内
線
１
４
３)

　

労
働
者
の
方
が
仕
事
中
や
勤
務
中
に
地

震
や
津
波
に
よ
り
建
物
が
崩
壊
し
た
こ
と

等
が
原
因
と
な
っ
て
被
災
さ
れ
た
場
合
に

は
、
ご
本
人
や
ご
遺
族
の
方
は
「
労
災
保

険
」に
よ
る
給
付（
注
）を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
注
）
治
療
や
投
薬
、遺
族
年
金
（
一
時
金
）

な
ど
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

八
代
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
３
１
５
１

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
へ
の
労
災
保
険
制
度

　

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

　
　
　
　
　

農
薬
危
害
防
止

　

早
期
水
稲
の
出
穂
・
開
花
期
防
除
に
あ

た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布
に
よ

る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂

家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前

に
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

　

県
で
は
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
の
水
俣
病
被
害
者
救
済
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
で
、「
過
去
の
認
定

審
査
会
の
資
料
、
そ
の
他
公
的
な
診
断
に

よ
る
資
料
」
が
あ
り
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
遺
族
の
方
に
チ
ッ
ソ
株

式
会
社
（
支
給
窓
口
は
一
般
財
団
法
人
水

俣
病
被
害
者
救
済
支
援
財
団
）
か
ら
一
時

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
生
活
部　

水
俣
病
保
健
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
６

水
俣
病
被
害
者
の
救
済

　

高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高
め
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経

験
を
活
か
し
、
就
職
で
き
る
よ
う
職
場
開

拓
と
職
業
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日　
　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

▼
相
談
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
相
談
場
所　

芦
北
地
域
振
興
局
福
祉
課
内

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　

芦
北
相
談
所　

☎
（
８
２
）
５
３
１
０

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介

▶１７ページ
　短歌
　　（誤）田浦荘短歌会　→（正）田浦短歌会

    

入
国
警
備
官
募
集

▼
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
受
付
期
間
７
月
19
日
㈫
〜
８
月
２
日
㈫

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日
㈰

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

法
務
省
福
岡
入
国
管
理
局　

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０

　

機
能
や
能
力
を
活
か
し
た
日
常
生
活
動

作
を
行
う
た
め
の
工
夫
や
、
動
作
向
上
の

た
め
の
生
活
環
境
の
重
要
性
、
そ
の
基
礎

的
知
識
と
具
体
例
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
６
日
㈯　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
講
師　

生
田
宗
博

　
（
東
京
工
科
大
学
作
業
療
法
学
科
教
授
）

▼
対
象　

福
祉
・
介
護
に
関
わ
る
方
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
事
者
、
一
般
の
方

▼
定
員　

２
０
０
人

▼
参
加
料　

無
料

▼
会
場　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
水
俣
病
資
料
館 

隣
）

▼
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
はE-m

ail

　

で
①
氏
名
②
年
代
③
職
業
④
勤
務
先
、

　

を
明
記
の
う
え
、
左
記
ま
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

７
月
31
日
㈰

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
３
）
３
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
１
）
１
１
４
５

　

E-m
ail

：reha@
nim

d.go.jp

  

介
助
技
術
講
習
会　
　
　

◎
海
上
保
安
大
学
校

　

▼
受　

付　

  　

８
月
25
日
〜
９
月
６
日

　

▼
一
次
試
験  　

10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　

▼
受
験
資
格　

平
成
３
年
４
月
２
日
以

　
　

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
ま

　
　

た
は
こ
れ
と
同
等
と
人
事
院
が
認
め

　
　

る
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た
は
平
成
24

　
　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
で

　
　

あ
り
、
か
つ
必
要
な
受
験
資
格
を
満

　
　

た
し
て
い
る
者

◎
海
上
保
安
学
校

　

▼
受　

付　

  　

７
月
19
日
〜
８
月
２
日

　

▼
一
次
試
験  　

９
月
25
日
㈰

　

▼
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以

　
　

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
ま

　
　

た
は
こ
れ
と
同
等
と
人
事
院
が
認
め

　
　

る
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た
は
平
成
24

　
　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
で

　
　

あ
り
、
か
つ
必
要
な
受
験
資
格
を
満

　
　

た
し
て
い
る
者

※
受
験
資
格
・
受
験
手
続
等
の
詳
細
に
つ

　

い
て
は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
第
十
管
区
海
上

　

保
安
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。　

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
５
０

海
上
保
安
官
募
集

　

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限　
　

８
月
31
日
㈬

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
１
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●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

悪質業者があなたを狙っている！

　  死亡日            亡くなられた方　      年齢　　　区　

     ６．  ５　　  　中嶋　保和　　　   ７３　　 白岩
　 ６．  ５　　  　田中　ソエ　　　   ９０　　 國見
　 ６．  ５　　　  阪口　ウメノ　　   ８５　　 白岩
　 ６.　 ６　　　  溝上　辰男　　　   ５６　　 高岡南
　 ６. １０　　 　 野村　レイ　　　   ９０　　 小田浦４
　 ６. １１　　　  岩生　次義　　　   ９１　　 新町
　 ６. １６　　　  下田　保弘　　　   ７２　　 田浦３
　 ６. １６　　 　 一村　政道　　 　  ７４　　 市野瀬
　 ６. １８　　　  長島　ヤメ　　　   ９５　　 天月
　 ６. ２０　　  　田畑　ヨシノ　　   ９９　　 花岡東
　 ６. ２０　　  　益田　耕男　　　１０４　    田浦３
　 ６. ２３　　  　城下　武男　　　   ８２　　 大岩２
　 ６. ２４　　 　 森　輝代司　　　   ７５　　 計石東
　 ６. ２５　　 　 金口　勝人　　　   ８３　　 湯浦南
　 ６. ２６　　　  宮本　　子　　　   ７４　　 花岡西
 　６. ２６　　　  小山　正　　　　   ８５　　 田浦４
　 ６. ２９　　　  山口　末葊　　　   ８０　　 米田

　氏　　名　　    出生日  　  性別　   保護者　　  区

  元村　陸
り く と

人　　５．２２　     男　　 英　人　　海浦２

  緒方　絢
あ や と

人　    ５．２４　　 男　　 麻　美　　古石北

  髙木　葵
あ お い

衣　　５．２８　     女　　 健　吾　　田浦１

  木村　晋
し ん た

太　　６．  ２　     男　　 真　吾　　湯浦東

  向松　太
た い ち

一　　６．  ２　     男　　 良　太　　花岡西

  平野　光
み ゆ う

柚　　６．  ８　     女　　 浩　利　　湯浦北

  入江　大
や ま と

翔　　６．１３　     男　　 洋　輔　　湯南団地

人 口　　　１９，９５２人　    （ー１３）
男 　　　　９，３１２人　　（ー７）
女 　　　１０，６４０人　　（ー６）

65 歳以上　　　　６，９８２人　　（ー３）
高齢化率　　　　　３５．０％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６２２世帯 　   （＋３）

人口の動き（H23.7.1 現在）　　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H23.6.1 〜 6.30 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.6.1 〜 6.30　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

【
芦
北
短
歌
会
】

新
緑
に
水
含
ま
せ
し
長
雨
の
あ
が
り
て
今
朝
は
初は

つ
な
つ夏

の
空
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
　
道
子

住
む
人
の
絶
え
し
隣
家
の
白
藤
は
蔓
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
先
探
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
よ
し
子

一
人
居
の
淋
し
さ
つ
の
る
夕
暮
は
仏
前
に
坐
し
経
を
唱
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
美
佐
子

リ
ズ
ム
よ
く
階
段
下
り
る
人
羡と

も

し
手
摺
り
伝
い
に
降
り
ゆ
く
吾
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
　
静
子

さ
み
だ
れ
に
降
り
籠
め
ら
れ
て
一
日
を
湖
底
に
潜
む
魚
の
ご
と
居
り
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
本
　
史
子

【
田
浦
短
歌
会
】

水
張
田
に
空
が
映
り
て
う
す
青
し
雲
か
げ
め
ざ
し
飛
び
交
う
燕
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
忠
子

顔
見
れ
ば
安
心
す
る
と
わ
れ
を
待
つ
姑
の
こ
と
ば
に
こ
こ
ろ
解ほ

ぐ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
　
陵
子

空
中
に
交
尾
を
終
え
し
二
羽
の
鳥
夕
焼
け
空
に
相
別
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
松
　
克
博

幹
を
這
う
毛
虫
に
汝
が
悲
鳴
あ
ぐ
毛
虫
も
い
ま
に
蝶
と
な
ら
ん
に
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
た
も
る

誕
生
会
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
に
騙
さ
れ
て
歌
っ
て
踊
る
み
ん
な
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
澄
子

　

短

歌

【
町
民
講
座
】

大
崎
美
千
代

「
雲
」
ふ
じ
の
ね
の
ふ
も
と
を
い
で

て
ゆ
く
雲
は
あ
し
か
ら
や
ま
の
み
ね

に
か
か
れ
り

書
（
か
な
）

【クーリングオフとは】
　クーリングオフの記載がある契約書面を受け取った日から起算して
８日以内であれば契約解除ができる制度です。
　　例：６月１日（土）に契約の場合
　　　　　▶６月８日（土）までなら解約できる
　　　　　▶６月９日（日）以降は解約できない　注意：土日も含む

芦北町において布団・印鑑の押し売り被害が発生しています

【クーリングオフの方法】
①郵便局窓口に行く
②内容証明郵便で解約申し立ての葉書を相手業者に郵送する。
③土日であれば、普通郵便で解約申し立ての葉書を郵送する。
注意：郵送する葉書は、解約申し立てを証明するものですので、
　　  両面をコピーをしておきましょう。
　　  消印の日が解約申し立ての日になります。

これまで芦北警察署に相談のあった悪質訪問販売は、

●布団の点検に来たと言って話を聞くと、無理矢理、高額の布団の契約をさせられた。（湯浦地区）
●廃品回収業者と言って訪問してきた男を家に上げると突然、使用している布団と新品の布団を交換してやると言
　い出し、断ることができずに白紙の紙に署名押印させられ、気が付くと高額な布団の契約をしていた。（田浦地区）
● 姓名判断をしてもらったら、「運が悪い」と言われ、高額な印鑑を購入させられた。（佐敷地区）
などがあり、『まさか』と思っている方が被害に遭っています。
   見知らぬ者が訪問してきたら、①家に上げない　②契約の話は、はっきりと断る  ようにしましょう。そ
れでも、契約してしまったら、すぐに家族もしくは警察に相談しましょう。

　熱中症は、梅雨明け後の７月〜８月の蒸し暑い日に多く発生しています。熱中症とは、体温調節がうま
くできなくなり、体内に熱がこもってしまい、それと同時に体内の水分と塩分のバランスが失われ、めま
い・けいれん・吐き気・頭痛・意識障害など他にも様々な症状が引き起こされます。
　特に、子どもや高齢の方、体調が万全でない方は熱中症に注意が必要です。

熱中症の予防
１　炎天下や非常に暑い場所での長時間の運動や作業は避けましょう。　　
２　体調が悪い時は、暑い場所での行動は避けましょう。　　　　　　　　　
３　外出時には、こまめに涼しい所で休憩しましょう。　　　　　　　　　　
４　こまめに水分と塩分の補給をしましょう。

熱中症になったら
１　衣服をゆるめて風通しを良くしましょう。
２　クーラーの効いた室内や涼しい木陰に移動しましょう。
３　冷たいタオルや冷たいペットボトルなどを首の回りや脇の下、足の付け根に置き、うちわなどあおぎ
　　ながら体を冷やしましょう。
４　自分で飲めるようなら、水分補給をしましょう。
５　症状が改善されない場合は早めに医療機関で受診しましょう。

熱中症にご注意を！
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道の駅たのうら「でんでん」
スパイシースープカレー　
にタコヤキ！！  ５００円

道の駅たのうら「たばくまん」
三色カレー
６８０円

赤松館　カフェ　米蔵
赤松館１００年カレー
１，０００円

マリンスポット M
揚げ揚げカレー
１個　１５０円

レストランよしみ
足赤海老の焼きカレー
８８０円

味乃なじみ
大人のお子様ランチ

（サラダ付き）　７５０円

カフェ　桝屋
桝カレー ’ １１

（サラダ付き）　８００円

レストランぎゅーぎゅー亭
あしきた牛たっぷりカレー
うどん　　　　５００円

ファーマーズマーケット
「でこぽん」

豚なんこつのトロトロ
カレー煮込み
２００円／１００g

大野温泉センター

夏野菜大盛りカレー

８００円

ビストロパザパ
石えびと夏野菜のカレー

（サラダ付き）
８００円

おうちカフェスローライフ
牛テールカレー（サラダ、
デザート、ドリンク付き）
９８０円

さるかに合掌亭
海の幸山の幸カレー

（ナン、サラダ付き）
８００円

イタリア小料理コラッジオ
芦北牛のつけめんトマト
カレー（おにぎり付き）
８５０円

ぱせり
カレーのライスコロッケ
４個４５０円

ヘルシーパーク芦北
ギュウカレー
６００円
貝汁味処 南里（水俣市）
南里の特製カレー（サラダ、
ジュース、みそ汁付き）
１，２００円

芦北伽
カ レ ー

哩街道 ７月１6日（土）〜８月３１日（水）

●お問い合わせ
　芦北伽哩街道実行委員会事務局（商工観光課内）
　☎８２−２５１１（内線１７２）
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